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2 安全にお使いいただくために

●ご使用の前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお
読みのうえ、正しくお使いください。

●ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただ
き、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するため
のものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の
程度を明示するために、誤った取り扱いを生じることが想定
される内容を「警告」「注意」の 2 つに区分しています。いずれ
も安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

●お読みになった後は、お使いになるかたがいつでも見られる
ところに必ず保管してください。

●本製品は一般のご家庭でお使いいただくためのもので、健康
な方を対象とした有酸素運動のトレーニングマシンです。業
務用としてのご使用はおやめください。

このたびはエアロバイクシリーズ S-BODYを
お買い求めいただきありがとうございました。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容が記載されています。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性
および物的損害の発生が想定される内容が記載さ
れています。

記号は、警告・注意を促す内容があることを
告げるものです。

記号は、禁止の行為であることを告げるもので
す。図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の
場合は分解禁止）が描かれています。

● 記号は、行為を強制したり指示したりする内容
を告げるものです。図の中に具体的な指示内容

（左図の場合は脈拍センサープラグをジャック
から抜く）が描かれています。

警告

注意

表示 表示の意味

表示 表示の意味

絵表示の例

●心臓病（狭心症・心筋梗塞など）
●糖尿病　
●高血圧症（降圧剤を服用中のか
　たなど）
●呼吸器疾患（ぜんそく・慢性気管
　支炎・肺気腫など）
●変形性関節症・リウマチ・痛風
●その他、身体症状で不安のあるかた

トレーニング中に、めまいやはきけ
など、身体の異常を感じた場合や、
トレーニングが非常にきつく感じら
れた場合は、無理をしないでただち
にトレーニングを中止してください。
また、トレーニング後に身体の異
常を感じた場合は、いったん使用
を中止して、専門医かスポーツト
レーナーにご相談ください。

初めてお使いになるときは、念の
ため専門医またはスポーツトレー
ナーにご相談のうえ、メディカル
チェック（運動することが差しつ
かえないかの健康診断）を受けて
ください。

P.8 の「脈拍センサーの使いかた」
をよく読んで、必ず正しくお使いく
ださい。また、コードやプラグ類はて
いねいに扱ってください。正確でな
い脈拍を基に無理な運動を継続する
と、身体に過大な負荷がかかり、非常
に危険な場合があります。もし傷ん
できましたら、使用上は支障がなく
ても、新しいものをお買い求めくだ
さい。

■ トレーニング中またはトレーニング後の異常

■ ご年配のかたや、日ごろ運動習慣のないかたに

■ 脈拍センサーはていねいに扱ってください

■ 身体に病気や障害のあるかた
トレーニングを始める前に必ず専門医、またはスポーツトレー
ナーに相談してください。特に、次のようなかたが運動療法
としてご使用になる場合は必ず専門医にご相談ください。

警　告

相談 

相談 

相談 

健康診断 

忘れてた 
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相談 
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指を

直射日光の当たる場
所や、浴室や風雨にさ
らされる場所など湿気
やほこりの多い場所、
熱器具の近くには据
え付けないでくださ
い。
火災や変形の恐れが
あります。

発火し

本機の分解・修理・
改造は絶対に行わな
いでください。
たり、異常動作して事
故を起こす恐れがあ
ります。

コントロールパネルは精密
電子機器です。衝撃を与え
たり、荷重をかけたりしない
でください。故障の原因にな
ります。
また、脈拍センサーやケー
ブルを傷つけたり、破損し
たり、無理に曲げたり、引っ
張ったり、ねじったり、たば
ねたりしないでください。

不安定な場所で使用
しないでください。
転倒する恐れがあり、
けがの原因になります。

水をかけたり、ベンジン、シ
ンナー、ガソリン、磨き粉等
で拭いたり、殺虫剤をかけな
いでください。ひび割れ、感
電、引火の恐れがあります。

充電池は

使用済み充電池はゴミとして捨て
ず、端子にテープを貼り付け絶縁し、
お近くの充電式電池リサイクル店に
お持ちください。
また、S-BODY本体を廃棄される際
も、本体と充電池を分けて、
リサイクル協力店へお持ちください。

■使用済みの充電池のリサイクルのお願い

■設置場所について ■洗剤・溶剤について

■分解・改造の禁止 ■精密部品のお取り扱いについて

分解禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

プラグを
持って抜く 

お子さまだけで使わ
せたり、幼児の手の届
くところで使用しな
いでください。
また、本体に乗ったり、
傾けたりしないでくだ
さい。転倒したり、
挟んだり、けがをする
恐れがあります。

■ お子様のいるご家庭での利用について ■ ご利用環境について

警　告

注　意



4 S-BODYの特徴

簡単・気軽でコンパクト、でもしっかり運動できる『S-BODY』

運動と脈拍の関係「目安は最高脈拍の65%」

1. 簡単スタート、あなたの好みをしっかり記録
ボタン操作なしでも、ペダルをこぐだけで自動で運動プログラムがスタート。細かなトレーニングメニューも
1 度設定すれば、その内容が保存されて次回からすぐにご利用になれます。毎日の運動がより気軽に、簡単に続
けられます。

2. ハンズフリーで「ながら」運動
S-BODY には、ハンドルがありません。幅広の専用シートで、ハンズフリーでも安心して運動できます。雑誌を
読みながら、スマートフォンをチェックしながら、といった「ながら」運動にぴったりです。

3. 電源いらず、運動後も手間いらず
S-BODY は自家発電、充電池を使ったエコマシンです。コンセント不要でコンパクトなデザインは、置く場所
を選びません。運動後は何も操作しなくても自動的にパワーオフ。あなたの運動エネルギーを電気に変換します。
手間もエネルギーもかかりません。

4. 自動制御でしっかりトレーニング
S-BODY には 2 種類の自動制御トレーニングプログラムがあります。どちらも簡単な目標設定操作だけで、あな
たの脈拍をもとに S-BODY が自動で運動の強さを加減します。マシンにあわせて運動するだけで、効果的なトレー
ニングメニューが実施できます。

運動の強さと脈拍の関係は、さまざまな算出方法が提唱されています。S-BODY ではシンプルでポピュラーな計算
方法を採用しています。
最大心拍数を「220 －年齢」とし、その 65% の強さを保って運動できるように「ダイエット」プログラムは設定
されています。もし、「ダイエット」プログラムの運動レベルが強すぎたり弱すぎたりする場合は、「HR コントロー
ル」プログラムで直接目標脈拍を設定して調整してみましょう。自分に合った目標脈拍は、専門医やスポーツトレー
ナーのアドバイスを受けて、決定することをお勧めします。

■年齢別の運動強度別の脈拍数目安

88 86 83 81 79 77 74 72 70

40% 78 76 74 72 70 68 66 64 62

運動強度 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 50歳 55歳 60歳 65歳

100％ 195 190 185 180 175 170 165 160 155

95％ 185 181 176 171 166 162 157 152 147

90% 176 171 167 162 158 153 149 144 140

85% 166 162 157 153 149 145 140 136 132

80% 156 152 148 144 140 136 132 128 124

75% 146 143 139 135 131 128 124 120 116

70% 137 133 130 126 123 119 116 112 109

65% 127 124 120 117 114 111 107 104 101

60% 117 114 111 108 105 102 99 96 93

55% 107 105 102 99 96 94 91 88 85

50% 98 95 93 90 88 85 83 80 78

45%

非常にきつい

かなりきつい

きつい

ややきつい

楽である

かなり楽である

非常に楽である

「ダイエット」の設定



各部の名称と部品の確認 5

取扱説明書

※本書です

充電池4本( 試供品） 脈拍センサー

プラグの形状が本書と
異なる場合があります。

プラグ
イヤークリップ

シート

シートポスト

シートポストカバー

シートポストロックノブ

後脚

本体

ペダル（右）

コントロールパネル

ペダル（左）

前脚

移動用キャスター

充電池ボックス

クランク右

ジャック

付属部品
ご購入時に付属部品をお確かめください。



6 本体の準備

充電池の取り付け

シートの高さ調節

●本機で使用する充電池は充電式ニッケル水素電池（単4型×4本）です。
●上記方式と異なる電池（アルカリ、マンガン etc）はご使用できません。危険ですので絶対におやめください。
●種類の違う電池を混ぜて使用しないでください。また、充電池を交換するときは4本同時に交換してください。
●長期間ご使用しないときは、充電池を取り外してください。
●電池の向きが正しいか取付前に確認してください。
●充電池は廃棄せずリサイクルしてください。本体廃棄の際は必ず充電池を取り出してください。

注意

1. 本体後方下部の充電池ボックスのカバーのツメを下
にしてカバーを開けます。

開封時のシートは一番低い位置になっています。
シートポストロックノブを引きながら、シートポ
ストを引き上げ、お好みの高さに合わせてノブを
戻してください。
シートポストの調整穴にロックノブのピンが入る
ことで、高さが固定されます。
※シートポストに刻印された「上限」の文字が見
えたら、それ以上高くは設定できません。
※ノブが引きにくい時はシートを少し持ち上げる
ようにすると引き出せる場合があります。

3. 充電池ボックスの中に、電池ケースを戻しカバーを閉めます。
閉める時にケーブルをはさみ込まないようにご注意ください。

2. 充電池ボックスの中から電池ケースを引き出し、充
電池を取り付けます。充電池は正しい向きで取り付けて
ください。

ツメ

ツメを
はずす

本体から電池ケースを引き出す

カバーを閉める

ツメをあわせる

注意
ご使用前にシートポストロックノブがシートポストの穴にしっかりロックされているかシートを上下
に動かして確認してください。ロックされていないとシートが落下する恐れがあり危険です。
すわった状態で高さ調整を行わないでください。●

●

シートが落下する恐れがあり危険です。

高さを調整する
(5段階）

シートポスト
ロックノブを
引く

ロックノブを引いた状態

ロックノブをロックした状態

隙間がある

隙間なし
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脈拍センサーの取り付け

正しい姿勢の確認

本体とつなぐ

脈拍センサーの表示確認

コードの取り回し
本 体 後 方 下 部（ 電 池
ボックスの上）にある
専用ジャックに脈拍セ
ンサーのプラグを“カ
チッ”と音がするまで
差し込みます。

右のイラストのように、自然で疲れにくい姿勢になるよ
う、シートの高さを調整してトレーニングを行ってくだ
さい。

▼正しい姿勢

・脈拍エラーマーク
測定エラーを検知した時に表示されます。
※瞬間的に表示される時がありますが、これは信号ノ
イズに反応したもので、そのままご使用になれます。

（表示が消えない場合　→ P.18）

・脈拍同期マーク
測定した脈拍の動き（脈動）に合わせて点滅します。

脈拍センサーのコードは
シート裏側の背もたれ付
け根（左右）にあるコー
ドホルダーに通してくだ
さい。
ホ ル ダ ー に 通 す こ と で、
運動中にケーブルが大き
く揺れて発生するノイズ
を軽減する効果がありま
す。

使用しない時は、シート
裏側の格子（リブ）をク
リップ部分ではさんで収
納します。

横から見て、本体とすき
間がないようにしっかり
差します。

ジャック
コードホルダー

リブ

背筋をのばす

シートに深くすわる

運動中に一番ペダルが遠い
ポジションのとき、ひざが
軽く曲がっている

シートの背もたれに寄りかからないように注意
してください。転倒などの恐れがあります。

注意



8 脈拍センサーの使いかた

脈拍センサーの使いかた

脈拍センサーやコードをゆらさない 脈拍センサーに異物をはさまない

意注ごにたかしずはるけ避を光日射直

脈拍センサーは激しく動かさな
いでください。（首を振った
り、コードを振ったりなど）

イヤリングをはずしてくださ
い。ピアスをしているかたは
穴を避けてください。また、髪
などがはさまらないように注
意してください。

直射日光の当たる場所やライト
が点滅している場所などでは使
わないでください。外乱光の影
響により脈拍の検出が不安定に
なります。

センサーを耳たぶからはずす
ときは、コードを引っぱらない
でください。コード断線の原因
になります。

耳たぶをよくもんで、血行をよくし
てからはさんでください。（クーラー
や扇風機などの風に当たっている
と、検出しにくいときがあります）
また室温が低すぎるときは、部屋を
暖めてお使いください。

１. 耳たぶをよくもむ

脈拍センサーを耳たぶからはずすと
きはコードを引っ張らないようにし
てください。コード断線の原因にな
ります。脈拍センサーのイヤークリ
ップはブラブラさせておくとコード
が切れやすくなったり故障の原因に
なりますので、ご使用後はシート裏
側のリブにはさんでください。

3.トレーニングが終わったら

脈拍センサーのクリップを耳たぶの
できるだけ中央部分にはさみます。
（耳たぶは左右どちらでもかまいま
せんが、使用中コードが強く引っ張
られたり、ゆれたりしない状態でご
使用ください）

脈拍を検出しやすい部分は個人差が
あります。検出しにくいときには、
耳たぶにあまり深くはさまないよう
にして少しずらすか、はさむ耳（左
右）を変えてみてください。

2.脈拍センサーを装着する

注 意

リブ



1. 脈拍センサーの使いかた（P.8）を見て、脈拍センサーを正しく耳たぶに装着してください。

2. シートに座り、ペダルを1～2 回転させてください。ピッと音がして画面が点灯しましたか？
　　・「はい」点灯しました。
　　　→ 3 に進んでください。
　　・「いいえ」点灯しません。または、一瞬点灯しましたが、すぐ消えてしまいました。
　　　→充電池の向き、電池ケースにつながるケーブルの断線を確認してください。
　　　→異常が見られない場合は、充電池をケースから出し入れしてもう一度確認してください。

3. 脈拍同期マーク　　が点灯して、ご自身の脈拍に合わせて点滅していますか？

　　・「はい」脈拍と同じリズムで点滅しています。
　　　→動作確認終了です。
　　　　本書をよく読んでトレーニングを始めてください。
　　・「いいえ」マークが点灯しません。
　　　→脈拍センサーの取り付け（→ P.7）をもう一度確認してください。
　　　　改善しない場合は、お客様サポートセンターまでご連絡ください。
　　・「いいえ」マークは点滅していますが、脈拍と大きく異なります。
　　　→脈拍センサーの使いかた（→ P.8）をもう一度確認してください。
　　　　改善しない場合は、お客様サポートセンターまでご連絡ください。

※ S-BODY が動作しはじめて直後の脈拍表示は、計算途中の数値になります。
　実数値に近づけるため、20秒程度動かしてからご確認ください。　

動作確認、動作時の音について 9

ご使用前の動作確認

ご使用中の動作音について
以下の音は通常動作音です。安心してご使用ください。
　・ペダルをこぐと「ウオーン」という音がする。   　⇒　発電機の動作音です。
　・ペダルをこぐと「ゴトゴト」という振動音がする。 ⇒　ベルトによる振動音です。
　・ペダルをこぐと「ゴーゴー」という鈍い音がする。 ⇒　ベルトの摩擦音です。



10 コントロールパネルのはたらき

トレーニングプログラム

消費カロリー（目標 /経過）

充電池残量不足マーク

負荷レベル

⑤メモリー選択キー /マイナス（－1）キー

④トレーニング選択キー /プラス（＋1）キー

運動時間（目標 /経過）
脈拍値（目標脈拍：設定時のみ）
※bpmは1分間当たりの脈拍数です。

ペダル速度 /年齢
（年齢：設定時のみ）
※rpmは1分間当たりの回転数です。

メモリーNo

①スタート /ストップキー

②リセットキー

③決定キー

脈拍エラーマーク (Ｐ.7参照）
脈拍同期マーク (Ｐ.7参照） 目標脈拍到達マーク

（脂肪燃焼マーク）
※ダイエット、HRコントロールを実行中
　に目標脈拍に到達すると点滅します。

※充電池残量が不足したときに
　点灯します。

①スタート /ストップキー
画面消灯時はこのキーを押すとパネルが点灯します。
プログラムを実行しているときに押すと、プログラム
を中止してクールダウンに入ります。

④トレーニング選択キー/プラス（＋1）キー
電源投入時はトレーニングプログラムを選択する場
合に使用します。トレーニングプログラム確定後は
データ設定時のプラス（+1）キーとして働きます。
プログラム実行中は負荷レベルをプラス（＋１）し
ます。

⑤メモリー選択キー/マイナス（－1）キー
電源投入時はメモリー番号を選択する場合に使用し
ます。メモリー番号確定後はデータ設定時のマイナ
ス（－1）として働きます。プログラム実行中は負
荷レベルをマイナス（－1）します。

②リセットキー
現在の状態をリセットし、初期状態に戻ります。3秒
以上長押しすると、パワーオフになります。プログラ
ムを実行しているときは無効です。

③決定キー
現在の状態をメモリーに登録して、次の設定に進み
ます。



基本操作手順 11

基本操作の流れ

トレーニングを開始する（P.14）

トレーニングプログラムを選ぶ（P.12)

トレーニング条件(目標時間/目標消費カロリーなど)を設定する（P.13)

初期画面にもどる

電源を入れる（P.12)

ペダルをこぐのをやめる

オートパワーオフ

フリートレーニング ダイエット ＨＲコントロール

２

１

３

４

トレーニングを終了する（P.14）

スタート /ストップキーを押す目標達成

クールダウン(1分間）

５

おおまかな操作手順を説明します。詳しくは各ページをご覧ください。

あらかじめ自分で決めたペダル
の重さで、一定の強さの運動が
できるプログラムです。

トレーニング条件を設定すれば、次回以降設定しないですぐにトレー
ニングを始められます。同じトレーニングプログラムで、複数の条
件を設定したい場合は、「メモリーを設定する」(P.15) と、「メモリー
を呼び出す」(P.16) をご覧ください。

1 時間以内に運動を再開すると、
プログラムの途中から計測します。

ダイエットを目的としたトレー
ニ ン グ に 適 し た プ ロ グ ラ ム で
す。
設定した年齢から、最高心拍数
を設定し、その心拍数の 65%
に脈拍を維持しながら運動でき
るように、自動で負荷が調整さ
れます。

自分の体力や体調に合わせた負
荷で自動制御されたトレーニン
グができるプログラムです。
自 分 で 設 定 し た 目 標 の 脈 拍

（HR）にあわせて、自動で負荷
が調整されます。※ HR は毎分
80～180の間で設定します。



お好みのトレーニングプログラムを選択します。

決定キー

トレーニング選択キー

お好みのプログラムが点滅して
いる状態で、決定ボタンを押す
とトレーニング条件の設定に進
みます。

お好みのプログラムが点滅して
いる状態で、ペダルをこぎ始め
ると、条件を変更せずにプログ
ラムを始めます。

トレーニング

トレーニング選択キーを押すたびに、
プログラムが切り替わります。

12

電源を入れる（パネルを点灯させる）1

3

トレーニングプログラムを選ぶ2

どちらの場合も1時間以内にオートパワーオフ「ＰＯＦＦ」で中断して消灯した場合は、消灯する直前の画面で立ち上がります。
そのまま継続したい場合はペダルをこぐと途中から続けられます。

コントロールパネルの操作をするときはS-BODYから必ず降りて操作してください。
転倒などの恐れがあります。

注意

Ｂ．スタート/ストップキーを押すＡ．ペダルをこぐ

各トレーニングプログラムは前回設定されたトレーニング条件が表示されます。（目標時間、目標消費カロリー、目
標脈拍等）それらの条件に変更がない場合、決定キーを押さずにペダルをこぎ始めるだけで、選択中のプログラム
が開始します。

へ

選択状態のプログラムが点滅します。トレーニング選択キーを押してプログラムを切り替え、お好みのプログ
ラムを選択してください。

電源を入れるには 2 つの方法があります。※充電池を入れた直後はペダルをこいで電源を入れてください。　



入力内容に変更がなければペダルをこぎ出してください。
運動プログラムが自動的に開始します。
※目標時間と目標カロリーの両方を設定した場合は、先に達成した目標が優先されます。

３．目標消費カロリーを設定 (例：200Kcalの場合）

年齢を設定する(例：38歳）目標負荷を設定する(例：12負荷） 目標脈拍を設定する(例：135）

２．目標時間を設定 (例：30分の場合）

１．トレーニングプログラムを選ぶ

選択キー

目標時間

決定キー

選択キー

目標消費カロリー

決定キー

合場の合場の合場の

設定入力を
やり直す場合

13

トレーニング条件を設定する（目標時間、目標消費カロリー、目標脈拍等）3
それぞれのプログラムで設定できる目標数値を登録します。決定キーを押すたびに、次の入力項目に移動します。
登録内容はプログラムごとに記録されるので、次に同じトレーニングをする場合は新たに設定する必要はありませ
ん。いろいろなパターンでプログラム設定する場合は「メモリーを設定する」(P.15) をご覧ください。

選択キーで 12 と設定し決定キーを押
す。負荷は 1( 弱）～ 16( 強）までです。
※初めて使用するときは、5 以下で始
めてください。

選択キーで 135 と設定し、　決定キー
を押す。
※目標脈拍は P.4 の脈拍数目安表を
参照ください。

選択キーで 38 と設定し、決定キー
を押す。

選択キーで 30 と設定します。
※初めて使用するときは、10 分程度から始めてください。

選択キーで 200 と設定します。
※目標消費カロリー設定の目安は P.19 を参照ください。 決定キーを押して

1 へ戻る。



設定値の変更やプログラム変更をしたいとき
初期画面に戻すにはリセットキーを押しま
す。プログラム実行中にペダルを止めて回転
数を0rpmにした時にも、リセットキーで初
期画面に戻ります。

初期画面への戻しかた

プログラム実行前 プログラム実行中

1.目標数値を達成する

クールダウン(1分間）終了後、結果表示する

2.スタート/ストップキーを押す 3.ペダルをこぐのを止める

オートパワーオフ(3分後)

運動終了例）目標200kcal に設定する

消費カロリーがカウントダウンし、ゼロになる

運動終了後、3分後に自動的に
電源が落ちます。

クールダウンを
行なわない場合
は、リセットを
２回押します。

コントロールパネルの操作をするときはS-BODYから必ず降りて操作してください。転倒などの恐れがあります。
シートの背もたれに寄りかからないように注意してください。転倒などの恐れがあります。

注意

トレーニングプログラム
消費カロリー
（目標 /経過）

負荷レベル

運動時間
（目標 /経過）

脈拍値
（目標脈拍：設定時のみ）
※bpmは1分間当たりの脈拍数です。

脈拍同期マーク

目標脈拍到達マーク
（脂肪燃焼マーク）

結果の見かた（例）
トレーニングプログラム：ダイエット
運動時間：30分
消費カロリー：150.4kcal
メモリー：2

選択したプログラムにより、コントロールパネルの表示が変わります

運動時の正しい姿勢

クールダウンは運動終了後の心臓の
負担を軽くするために必要です。
省略せずに必ず行ってください。

トレーニングを始めます。
１．脈拍センサーを耳にはさみます。
２．シートに深く座ります。
３．ペダルをこいで運動を始めます。

※運動効果を高めるために
負荷レベルが重くなっても
同じペース（40rpm～60rpm）で
こいでください。 背筋をのばす

シートに深くすわる

運動中に一番ペダルが遠い
ポジションのとき、ひざが
軽く曲がっている

●

●

14

トレーニングを開始する（ペダルをこぎ始める）4

トレーニングを終了する5
トレーニングを終えるときは、以下の３つの方法があります。



1. 登録したいメモリー番号を選択します。

2. メモリーに登録するトレーニングプログラムを選択します。

リセットキー

トレーニング選択キー

リセット

メモリー選択キー

トレーニング選択キー

メモリー

メモリー選択キーを押すたびに、メモリー番号が切り替わります。

登録したいメモリー番号が点滅
している状態で、トレーニング
選択キーを押すと、登録が始ま
ります。

トレーニング

トレーニング

トレーニング選択キーを押すたびに、プログラムが切り替わります。
決定キーを押して登録するプログラムを選択します。

登録をしないで、はじめからやり直す場合は、
リセットキーを押してください。

お好みの設定を登録したら、ペダルを
こぎ始めて下さい。設定した内容のプ
ログラムが始まり、同時にメモリーへ
保存されます。

15

メモリーを設定する
トレーニングコースや年齢、目標時間等をメモリーに 4 つまで登録することができます。登録されたメモリーは、
電源が切れても消えることはありません。

開始画面でメモリー選択キーを押すと、メモリー番号が点滅します。

トレーニング選択キーを押して、登録するプログラムを選びます。トレーニングプログラムの設定は P.12 ～ 13
をご参照ください。



メモリー番号を選択します。(例：メモリー番号１を選択するとき)

※メモリー番号１を選択した場合
１を選択キーで選択し、決定キーを押す。

メモリー

選択キー

決定キー

メモリー

3秒以上長押しする

１.パワーオフする

ブザー音の有無を選択

３.ブザー音の有無を選択する２.キーを２つ押す

リセットを押しながら、
スタート/ストップキー
を押します。

16

メモリーを呼び出す

ブザー音の有無の設定

電源をいれてからすぐに、トレーニングしたいメモリー番号を選択し、こぎ始めます。

電源投入時の起動音やキー設定音、クールダウン起動音、プログラム終了音などのすべてのブザー音をまとめて
ON-OFF することができます。（特定の音だけを出したり、無くすことはできません。）

目標時間や目標消費カロリーなど数値を変更したい場合は、変更したいメモリー番号を選んで決定キーを押し、
P.15 の手順で設定しなおしてください。



お手入れ、本体の移動のしかた 17

お手入れのしかた

本体の移動のさせかた
本体を室内で移動させる時は、次の手順で移動させてください。
１．シートポストが確実にロックされていることを確認してください。
２．本体のうしろに回り、両手でシートを持ち上げてください。
３．前脚のキャスターを利用して移動させてください。

本体、コントロールパネ
ル、シートの汚れは、布
にせっけん水を含ませ、
よく絞ってふきとってく
ださい。その後は乾いた
布でよくふきとってくだ
さい。

クランクは消耗が進むと、きしむような音が出る場
合があります。クランク軸のキャップを開け、内部
ボルトを締め込むことで解消する場合があります。
対辺 6mm の六角レンチをご使用ください。

本体（特に金属部分）やイヤーセ
ンサーに多量の汗がかかった時に
は、乾いた布でよくふきとってく
ださい。サビが出たり塗装がはが
れる原因となります。脈拍セン
サーは、イヤークリップの内側に
ほこりがつくと、脈拍の検出が不
安定になりますので、時々綿棒な
どで軽くふきとってください。

使用状況によっては、ペダルの根元の固定が緩んで
くる場合があります。トレーニング時に、がたつき
を感じられるようになった際は、スパナ（15mm）
で締め込んで緩みを解消します。ペダルは左右で締
める方向が異なるのでご注意ください。

シートポストが確実に
ロックされていること

キャスター

持ち上げる

六角レンチ（6mm） クランクキャップをはずす
スパナ(15mm)

移動のとき、足の上に
本体を落とさないよう
に注意してください。

　　　　　　



18 トラブルシューティング

コントロールパネルのスタート/ストップ
キーを押しても、表示画面が消えた
ままになっている。  

キーを押しても、次の操作に進まない。
コントロールパネルが受け付けない。

何も操作していないのに負荷レベル
が、どんどん上昇してしまいます。

脈拍数の表示が のままで止まっ
ている。あるいは、でたらめの表示を
する。
または脈拍の検出が正確にとれにくい。
E マークが出る。

運動中に何も操作していないのに途
中でクールダウンになって終了して
しまった。

キー設定音やトレーニング終了音が
出ません。

こんなとき ここをご確認ください

ご不審な点や、ご使用中に異常が生じたときは、まず次の点をご確認ください。

・充電池は正しく接続されていますか？
＋ / －の向きを確認して、もう一度操作を試してください。

・充電池の充電が不足していませんか？
20 分ほどペダルをこぐか、単四型 Ni 水素充電池に対応した充電器で充電
してください。

・充電が進まない、または満充電してもすぐに不足になるような場合
新しい充電池に交換してください。

・本書の操作説明（P.11 ～）を参照し、順を追って操作してください。
設定途中だと有効ではない操作があるので、ご注意ください。

・操作した時にブザー音はありますか？
音が無い場合は、ブザー音設定（P.16）が OFF になっていないかご確認く
ださい。

・設定中に意図せず停止した場合
いったんリセットキー（P.10）を押して初期画面に戻してください。

・脈拍センサーのプラグが正しくジャックに差し込まれていますか？
「脈拍センサーの取り付けかた」（P.7）をよく読んで正しくセットしてくだ
さい

・脈拍センサーは正しく装着されていますか？
「脈拍センサーの使いかた」（P.8）をよく読んで正しく装着してください

・脈拍センサーに痛んでいる部分はありませんか？
センサーが破損またはひどく劣化しているときは、新しいものをお買い求め
ください。

・目標時間もしくは目標消費カロリーをセットしていませんか？
目標設定をすると、設定した値からカウントダウンをおこないます。目標
時間もしくは目標消費カロリーの表示が 0 になった時点で、目標達成とな
り、クールダウンに入ります。目標時間、目標消費カロリーの設定を解除す
る時は、設定画面で 0 に設定してください。（トレーニング条件を設定する
→ P.13）

・ブザー音の設定で、ブザー音を OFF にしていませんか？
ブザー音設定（P.16）で ON に設定してください。

・トレーニングプログラムで「ダイエット」または「HR コントロール」を選
択していませんか？

（トレーニングプログラムを選ぶ　→ P.12）
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目標消費カロリー設定の目安

製品仕様

ごはん
かけうどん
食パン（6 枚切）
ミックスピザ

１杯
１杯
１枚
１人前

150g
571.1g
60g

237.1g

252
347
158
300

kcal
kcal
kcal
kcal

牛肉　国産　かたロース
牛肉　輸入　かたロース
鶏肉　むね
豚肉　ばら

100g
100g
100g
100g

318
240
191
386

kcal
kcal
kcal
kcal

まぐろの刺身
焼き魚（さんま）
牡蠣
するめいか

１人前
１人前

　82g
178.7g
100g
100g

86
441

60
88

kcal
kcal
kcal
kcal

生卵
厚焼き卵
牛乳（グラス）
プレーンヨーグルト
プロセスチーズ

１個
１人前
１杯

１ピース（1/6）

　53ｇ
122ｇ
189ｇ
100ｇ
　25g

78
184
127

62
85

kcal
kcal
kcal
kcal
kcal

絹ごし豆腐
納豆
厚揚げ
えだまめ

１人前

１人前

100g
　61g
100g
　25.2g

56
111
150

34

kcal
kcal
kcal
kcal

トマト
じゃがいも
ほうれん草
青ピーマン
ゴーヤ

１個 160g
100g
100g
100g
100g

30
76
25
22
17

kcal
kcal
kcal
kcal
kcal

りんご
バナナ
いちご
もも 缶詰

１個
１本

210ｇ
100ｇ
100ｇ
100ｇ

113
86
34
85

kcal
kcal
kcal
kcal

ごはん・麺類・パン 肉類 魚介類

卵・牛乳 豆類 野菜

果物 菓子・ソフトドリンク
フルーツケーキ
ミルクチョコレート（（板）
大福もち
コーラ
缶コーヒー

１切れ
１枚
１個
１杯（グラス）
１缶

　56.2g
　70g
　70g
189g
190g

215
391
165

87
47

kcal
kcal
kcal
kcal
kcal

主な食べ物の摂取カロリー一覧です。目標消費カロリーの目安にしてください。

●プログラム　　　　　　 : フリートレーニング
　　　　　　　　　　　：ダイエット
　　　　　　　　　　　：HR コントロール

●ディスプレイ　　　　：磁力式ブレーキ
　　　　　　　　　　      最大 70W 相当
●定格回転数　　　　　：40rpm
●表示画面仕様　　　　：LCD（液晶）
●脈拍計測　　　　　　：イヤーセンサー
●脈拍測定範囲 　　　 ：40～199BPM

●本体質量 　　　　　：約21kg

●材料　　　　　　 　：ボディカバー /ABS 樹脂

　　　　　　　　　 　　シートポスト、前後脚 / 鋼管

　　　　　　　　　 　　シート / ウレタン樹脂

●プログラム有効年齢：10～ 99 歳

●使用者重量　　　　 ：100kg 以下

●使用環境温度　　　 ：15 ～ 35℃

840

8
3
0

4
2
0



株式会社コナミスポーツライフ
本社 /〒252-0004 神奈川県座間市東原5-1-1

保 証 規 定

エアロバイクシリーズ S-BODY　保証書
本書は、本書記載内容(下記記載)で無償修理
を行なうことをお約束するものです。
お買い上げの日から左記期間中に故障が発生
した場合は、本書をご提示のうえ、お買い上
げの販売店、販売代理店または当社お客様サ
ポートセンターにお問い合わせください。

お買い上げ日

お 客 様 ご住所

電話　　　　（　　　）

住所・店名

電話　　　　（　　　）

ご芳名

保証期間
対象外（消耗品）

年　　　月　　　日

1年間本体

期間 (お買い上げ日より)対象部品

販
売
店

脈拍センサー、充電池

※お客様名は、ご本人がご記入ください。

○本書にご記入いただいた個人情報は、保証期間内の
　無料修理対応及びその後の安全点検活動のために利
　用させていただく場合がございますのでご了承くだ
　さい。
○本書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて
　無料修理をお約束するものです。したがって本書に
　よって法律上の権利を制限するものではありません
　ので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合
　は、お買い上げの販売店、販売代理店、または当社
　相談窓口にお問い合わせください。
○保証期間経過後の修理について詳しくは下記「修理
　サービス」と「保証（保証書）について」をご覧く
　ださい。

４　離島及び離島に準ずる遠隔地への出張を行った場
　　合は、出張に要する実費を申し受けます。
５　本書は日本国内においてのみ有効です。
６　本書は再発行いたしません。紛失しないように大
　　切に保管してください。

保証期間の起算日は、お買い上げ日といたします。保証
を受ける際には、本書と合わせて『お買い上げ日・販売
店』を確認できる書類（納品書、領収書など）が必要で
す。『お買い上げ日・販売店』を確認できる書類（納品
書、領収書など）がない場合は、弊社出荷日を起算日と
いたします。

１　保証期間内に、取扱説明書、本体貼付ラベル等の
　　注意書きに従った正常な使用状態において故障し
　　た場合には無料で修理いたします。
２　保証期間内に故障が発生した場合は、本書をご提
　　示のうえ、お買い上げの販売店、販売代理店また
　　は当社相談窓口にお問い合わせください。
３　保証期間内でも次のような場合には有料修理とな
　　ります。
（イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故
　　障及び損傷。
（ロ）お買い上げ後の移設・輸送・落下などによる故障
　　及び損傷。
（ハ）火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、及
　　び公害、塩害、ガス害による故障及び損傷。
（ニ）本書のご提示がない場合。
（ホ）一般家庭用以外（例えば学校やジムのような業
　　務用などへの長時間使用）に使用された場合の
　　故障及び損傷。

【その他注意事項】

■修理サービス
ご使用になって、 ご不審な点や、 万一、製品に故障や
異常を感じたときは、 まず「トラブルシューティング」
(P.18)の項目や取扱説明書の記載内容をよくお読み
のうえ、再度確認をお願いします。それでも異常が
あるときは、お買い上げ販売店、販売代理店、または
当社お客様サポートセンターにお知らせください。

◆保証 ( 保証書 ) について
　○保証内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。
　○保証内容の詳細については保証書をご覧ください。　
◆保証期間経過後、 修理を依頼されるとき
　○お買い上げ販売店、販売代理店または当社お客様サポー
　トセンターにご相談ください。　

　

お客様サポートセンター

フリー ダイアル 0120-026-573
受付時間 平日 /　10:00～18:00 （土・日・祝日を除く）

PN.116640680000
16.03


